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沖
ノ
島
と
宗
像
大
社
と
金
製
指
輪

像
大
社
が
カ
ラ
ー
千
円
銀
貨
に

S

記
念
切
手
に
続
き
、
記
念
貨
幣
も
発
行
s

先
月
の
「
ふ
る
さ
と
切
手
」

に
続
き
、
地
方
自
治
法
施
行

六
十
周
年
を
記
念
し
た
千
円

と
五
百
円
の
貨
幣
二
種
類
が

造
幣
局
よ
り
発
行
さ
れ
た
。

一
般
に
先
立
ち
当
大
社
へ

届
け
ら
れ
た
実
物
は
、
カ
ラ
ー

コ
イ
ン
と
呼
ば
れ
る
特
殊
な

貨
幣
で
、
沖
ノ
島
や
本
殿
が

美
し
く
表
現
さ
れ
て
お
り
、

日
本
の
造
幣
技
術
の
高
さ
に
は
目
を
見
張
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

五
百
円
硬
貨
は
ニ
ッ
ケ
ル
黄
銅
と
白
銅
及
び
銅
を
組
み
合
わ
せ
た
構
造
で
、

今
秋
開
館
十
周
年
を
迎
え
る
九
州
国
立
博
物
館
、
太
宰
府
天
満
宮
の
太
鼓

橋
、
福
岡
県
花
で
あ
る
梅
の
意
匠
。
こ
ち
ら
は
一
六
八
万
枚
が
全
国
の
各
金

融
機
関
で
引
換
え
が
可
能
。

千
円
貨
幣
は
純
銀
製
で
全
て
が
宗
像
大
社
の
意
匠
と
な
っ
て
い
る
。
こ
ち

ら
は
造
幣
局
よ
り
限
定
十
万
枚
で
抽
選
販
売
さ
れ
、
今
月
下
旬
よ
り
当
選

者
に
順
次
発
送
さ
れ
る
。

傘
宗
像
会,, 
平
成
ノ
大
造
営

時
満
ち
て

道
ひ
ら
く

ニッポンに、

エネルギーを。
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一
昭
和
六
十
一
年
、
久
保
宮
司
の
後
任

日
i
と
し
て
宗
像
大
社
を
牽
引
さ
れ
て
い

一
竺
た
葦
津
嘉
之
宮
司
が
急
逝
、
同
十
二

日
月
急
逮
宮
司
に
就
任
さ
れ
た
。

ー

明
一
：
終
戦
と
同
時
に
八
女
中
学
校
に
編
一
温
厚
．
篤
実
な
人
柄
で
、
表
面
に
出

2
7
一
入
、
福
岡
外
事
専
門
学
校
を
経
て
、
昭
一
る
こ
と
を
好
ま
れ
ず
、
い
つ
も
一
歩
退

年竺
面
二
十
六
年
に
九
州
大
学
法
学
部
に
一
い
た
処
か
ら
堅
実
な
社
務
運
営
を
心

一
：
入
学
。
卒
業
後
は
長
野
家
庭
裁
判
所
；
掛
け
、
故
藉
津
宮
司
が
思
い
描
か
れ
た

二
諏
訪
支
部
に
書
記
官
と
し
て
勤
務
さ

□
神
域
の
整
備
を
継
承
、
辺
津
宮
拝
殿
の

i
 ー

：
れ
、
こ
の
地
で
生
涯
の
伴
侶
と
な
る
峯
一
屋
根
葺
き
替
え
や
中
津
宮
の
本
殿
の

ー
一
子
夫
人
と
出
会
い
ご
結
婚
、
お
二
人
の
二
解
体
修
理
に
代
表
さ
れ
る
「
平
成
の
御

象
｝
｀
学
を
も
う
け
ら
れ
て
い
る
。
一
造
営
」
、
清
明
殿
や
神
撰
所
の
改
修
を

養
父
守
名
誉
宮
司
は
六
月
二
十
五
一
と
こ
ろ
が
原
因
不
明
の
頭
痛
に
悩
ま
二
成
し
遂
げ
ら
れ
た
。

A
 

T
 

K
A

日
息
を
引
き
取
ら
れ
、
同
二
十
七
日
正
：
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
学
生
時
代
よ
り
一
ま
た
高
い
教
養
と
見
識
を
生
か
さ

A
 

U
N
午
、
宗
像
市
赤
間
駅
前
の
善
光
会
館
こ
ゃ
世
話
を
受
け
て
い
た
故
久
保
宮
司
：
れ
、
宗
像
大
社
の
所
蔵
す
る
古
文
書
を

M
 

宗
像
会
場
で
、
名
誉
宮
司
を
慕
う
多
く
二
り
導
き
で
、
昭
和
三
十
八
年
宗
像
大
社
：
ま
と
め
、
語
句
の
注
釈
や
大
意
を
掲
げ

宗

の
方
々
が
参
列
さ
れ
る
中
、
奥
様
の
養
一
へ
奉
職
さ
れ
た
。
了
か
つ
影
印
本
を
添
え
た
「
宗
像
大
社
文

父
峯
子
様
を
喪
主
に
湿
や
か
に
葬
儀
一
昭
和
四
十
一
年
に
は
三
十
六
歳
で
＝
書
」
の
発
刊
、
神
社
界
で
は
神
道
政
治

引
が
斎
行
さ
れ
た
。
享
年
八
十
五
歳
。
一
禰
宜
に
昇
任
さ
れ
、
「
昭
和

知日
一
の
大
造
営
」
で
は
久
保
宮

正
養
父
名
誉
宮
司
は
福
岡
県
八
女
市
一
司
、
葦
津
権
宮
司
の
下
、
復

詞
の
ご
出
身
で
、
昭
和
十
七
年
福
岡
県
立
[
墾
課
長
と
し
て
手
腕
を
発

便
八
女
中
学
に
入
学
後
、
翌
年
に
広
島
の
一
揮
さ
れ
、
本
殿
の
解
体
修

物郵種
陸
軍
幼
年
学
校
に
入
学
。
そ
し
て
同
二
埋
、
勅
使
館
・
斎
館
・
祈
願

三澤
二
十
年
八
月
六
日
、
米
軍
に
よ
っ
て
投
[
叙
の
新
築
、
第

H呂
・
第
三

4
下
さ
れ
た
原
子
爆
弾
に
よ
り
被
爆
、
二
呂
の
再
興
な
ど
復
興
事
業

号5
 

即
九
死
に
一
生
を
得
た
。
こ
遍
進
さ
れ
た
。

宗
像
大
社
名
誉
宮
司

養
父
守
氏
逝
去

s

享
年
八
十
五
歳
s

/DEX 暮らしに、地域に、社会にとっての

「なくてはならないなにか」こそ、

私たちの事業領域です。

石油も、石油以外も、 IDEX 。

なくては

ならない
なしこかを

—‘ 
9 : 

愛
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連
盟
中
央
本
部
の
副
会
長
、
同
福
岡
：
お
示
し
頂
い
た
。
：
を
オ
ッ
ト
と
読
ん
だ
小
職
に
「
そ
れ
を

本
部
会
長
、
福
岡
県
神
社
庁
副
庁
長
、
一
ご
遺
族
の
談
で
は
本
年
の
正
月
を
境
丁
オ
ッ
ト
と
読
ん
だ
ら
、
歌
が
台
無
し
だ

地
域
で
は
宗
像
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
こ
に
気
力
、
体
力
の
衰
え
が
激
し
く
、
さ
：
よ
0
0
君
」
と
に
こ
や
か
に
語
ら
れ
た

長
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
た
。
：
ら
に
筋
無
力
症
も
再
発
さ
れ
、
つ
い
に
こ
名
誉
宮
司
の
笑
顔
が
今
も
頭
に
鮮
明

し
か
し
平
成
九
年
難
病
に
も
指
定
一
永
眠
さ
れ
た
。
こ
に
焼
き
つ
い
て
い
る
。

さ
れ
て
い
る
重
症
筋
無
力
症
の
病
魔
に
一
戦
後
七
十
年
の
本
年
、
戦
争
に
よ
っ
―
現
在
も
我
々
宗
像
大
社
の
神
職
が

お
か
さ
れ
、
十
月
に
六
十
六
歳
で
退
任
、
二
し
大
き
く
人
生
が
変
わ
り
、
宗
像
大
神
丁
干
日
交
代
で
勤
務
す
る
沖
ノ
島
。
養
父

そ
の
後
は
名
誉
宮
司
の
称
号
を
受
け
二
り
導
き
に
よ
り
神
職
の
道
を
歩
ま
れ
、
こ
名
誉
宮
司
も
在
職
中
は
何
十
回
と
さ

ら
れ
る
も
、
そ
の
間
十
五
回
に
わ
た
る
一
宗
像
大
社
に
捧
げ
ら
れ
た
ご
生
涯
で
：
れ
て
お
り
、
沖
ノ
島
で
の
勤
務
を
終
え
、

手
術
を
受
け
入
退
院
を
繰
り
返
し
て
：
あ
っ
た
。
こ
波
穏
や
か
な
タ
ベ
の
波
止
に
立
ち
沖
を

は
超
人
的
な
生
命
力
で
乗
り
切
っ
て
こ
一
左
記
の
歌
は
喪
主
の
峯
子
夫
人
が
二
眺
め
、
夫
の
乗
っ
た
船
を
待
つ
妻
の
心

ら
れ
た
。
二
詠
ま
れ
た
歌
で
、
昭
和
五
十
八
年
の
御
]
野
か
な
歓
び
が
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。

き
ゅ
う
ち
ゅ
う
う
た
か
い
は
じ
め

そ
の
間
、
平
成
十
八
年
一
月
よ
り
宗
[
祖
「
島
」
の
宮
中
歌
会
始
に
お
い
て
、
一
宗
像
大
社
名
誉
宮
司
養
父
守
様
の

像
大
社
の
責
任
役
員
に
就
任
い
た
だ
二
心
募
総
数
約
二
万
七
千
首
の
中
か
ら
こ
御
冥
福
を
謹
ん
で
お
祈
り
申
し
上
げ

き
、
現
在
第
二
次
事
業
へ
と
進
行
し
て
二
り
十
首
に
選
出
さ
れ
て
い
る
。
ツ
マ
（
夫
）
：
ま
す
。

い
る
「
平
成
ノ
大
造
営
」
に
も
指
標
を

ろ
＾
―

ノ

互
ジ SPECIAL ドリカム

月末まで運行

屯—‘ ク `|l i

冒 l7- \ _ ャニ、 二 ~NKAN 
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一

『
一
小
倉
百
人
一
首
か
る
た
大
会
開
催

旧
六
月
六
・
七
・
ニ
十
一
の
三
日
間
、
第
二
千
は
、
大
神
様
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
御
[

8
f
三
十
九
回
宗
像
大
社
小
倉
百
人
一
首
一
神
前
で
日
々
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
一

月

n
立
か
る
た
大
会
（
主
催

1
1
宗
像
大
社
、
一
二
発
揮
し
た
。
特
にA.
B

級
で
は
レ
ベ
ル
一

年疇
般
社
団
法
人
全
日
本
か
る
た
協
会
）
が
二
り
高
い
攻
防
が
続
き
、
勝
ち
負
け
だ
け
一

｛
開
催
さ
れ
、
約
五
0
0
人
に
も
の
ぼ
る
二
で
な
く
礼
儀
作
法
に
お
い
て
も
、
上
級
一

―
参
加
者
が
当
社
に
集
い
、
朝
か
ら
夕
刻
」
者
に
ふ
さ
わ
し
い
試
合
が
行
わ
れ
た
。
一

一
ま
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
一
今
大
会
も
昨
年
と
同
様
参
加
者
多
[

〗
大
会
は
、
一
日
目
に
初
心
者
・
シ
ニ
ア
ニ
奴
の
為
、
会
場
は
大
変
混
雑
し
た
が
、
[

一
像
一
の
部
、
二
日
目
に

C
.
D

級
、
三
日
目
に
丁
大
会
関
係
者
、
選
手
の
協
力
に
よ
り
三
一

A
.
B

級
と
階
級
ご
と
に
日
を
分
け
て
：
日
間
と
も
滞
る
こ
と
な
く
終
了
す
る
ニ

A
-
T
 

K
A一
開
催
さ
れ
、
参
加
し
た
五0
0
名
の
選
ご
J
と
が
で
き
た
。
閉

A
L
 

U
N―
二
会
式
後
に
は
、
選
手

M
i
 

：
ら
は
互
い
に
健
闘
を

宗

云
伽
え
あ
い
、
大
社
を

□
後
に
し
た
。

4
 

[____—- 第39回全国かるた競技宗像大会成績表

一優勝鶴田紗恵（九州かるた協会）
................................................................................................................................................................................... 

一優勝諸隈美紗稀（九州かるた協会）
................................................................................................................................................................................... 

量淋紐暑優勝高井咲弥（九州かるた協会）
中村涼帆（長崎県かるた協会）

.................................................................................................................................................................................... 

凶俎胡遭優勝堤 亮太（大宮さくら会）
野原万莉（五島高校・長崎県）

山中侑希帆（五島高校・長崎県）

金澤沙織（札幌競技かるた会）

竹村 彩（五島高校・長崎県）

'1 司優 勝瀧下 智也（三池よきもの会・福岡県）

堺 和義（若菜会・福岡県）
............................................................................................................................................................................... 

罰lll1 渭優勝西田日和（なにはがた会•福岡県）

森 彩由美（北九州かるた大会・福岡県）
.................................................................................................................................................................... .. 

匿f司優勝奥 米子（行橋かるた会•福岡県）

私たちは生活者の立場で考え、顧客の立場で行動します。
私たちはユーザーの気持ちを的確に捉え、

企業戦略から西門、個々の商品、サーピスに至るトータルなステージで

「デザイン」；、船吾揮し顧客の企業価値の創造のお手1私Aします。
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中
津
宮

顧
祇
園
祭
め
ら
れ
た
。
歌
い
上
げ
、
終
始
賑
や
か
に
熱
気
を
帯

土
祭
典
後
に
は
、
大
島
小
学
二

5
た
ま
ま
幕
を
閉
じ
た
。

日1

去
る
七
月
十
五
日
、
午
後
二
時
よ
り
」
校
児
童
に
よ
り
「
大
島
心
響
太
鼓
」
が[
l
|
|
|

月8
中
津
宮
の
末
社
・
須
賀
神
社
お
い
て
祇
二
奉
納
さ
れ
る
と
、
そ
れ
を
合
図
に
子
供
一

年7
 
2
園
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
神
一
か
ら
大
人
ま
で
島
を
上
げ
て
山
笠
が
一

成
一平

一
賑
行
事
と
し
て
大
島
地
区
山
笠
保
存
：
引
か
れ
、
大
小
五
台
の
山
笠
が
勇
壮
に
一

ー
会
役
員
を
始
め
中
津
宮
の
氏
子
総
出
：
島
内
を
疾
走
。
沿
道
で
は
各
家
々
か
ら
一

i
で
山
笠
が
奉
納
さ
れ
た
。
丁
刀
水
を
掛
け
ら
れ
、
更
に
勢
い
を
得
て
一

当
日
は
快
晴
・
真
夏
の
猛
暑
と
な
丁
山
笠
は
勇
み
進
み
、
子
供
た
ち
も
大
声
一

一
り
、
祭
典
が
近
づ
く
と
法
被
姿
の
島
民
二
で
掛
け
声
を
か
け
な
が
ら
駆
け
回
っ
た
。
一

一像
一
が
続
々
と
参
集
、
大
島
地
区
山
笠
保
一
恒
例
の
行
程
を
巡
行
し
終
え
た
山
[

A
i
存
会
会
長
（
宮
本
俊
久
氏
）
他
関
係
者
」
笠
は
午
後
四
時
頃
に
は
こ
ど
も
広
場
一

T
-
K
A一
が
玉
串
を
捧
げ
祭
典
は
滞
り
無
く
納
一
に
納
め
ら
れ
る
と
、
一
同
で
祝
い
唄
を
一

疇
一

宗
．）
巫
女
神
楽
舞
温
習
[
]
い
い
い
い
。
し
い
[
]
[
と
：
コ
国
f
t
士
]
[

□
い
協□汀

竺
七
月
八
日
ー
十
日
迄
の
三
日
間
、
神
」
指
導
い
た
だ
き
、
巫
女
も
そ
れ
に
応
え
」
神
楽
舞
を
ご
指
導
さ
れ
な
が
ら
、
神

朝
一
社
音
楽
協
会
よ
り
磯
部
恵
子
先
生
を
：
る
よ
う
に
真
剣
な
表
情
で
職
と
し
て
櫻
川
磯
部

可

1麟
：
お
迎
え
し
神
楽
舞
の
御
指
導
を
い
た
こ
温
習
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
稲
村
神
社
（
茨
城
県

便
i疇
i
だ
い
た
。
現
在
巫
女
職
は
十
四
名
が
一
昨
年
よ
り
、
恒
例
祭
で
櫻
川
市
）
で
御
奉
仕

□
i
奉
務
し
て
お
り
、
例
年
こ
の
時
期
に
講
二
奉
奏
す
る
「
浦
安
の
舞
」
さ
れ
て
い
る
。

、
習
会
を
実
施
し
研
鑽
に
努
め
て
い
る
。
二
豊
栄
の
舞
」
だ
け
で
な
く
来
年
の
講
習
会
で

年
｝竺
磯
部
先
生
か
ら
は
「
神
楽
舞
は
神
様
二
悠
久
の
舞
」
の
習
得
に
も
は
更
に
成
長
し
た
姿

(i 
B

～
に
奉
納
す
る
舞
で
あ
り
、
神
様
に
心
を
丁
刀
を
入
れ
、
最
終
日
に
は
を
ご
覧
い
た
だ
く
た

号
i5

4
こ
通
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
為
に
は
二
本
殿
に
て
悠
久
舞
を
奉
奏
め
、
今
後
も
温
習
を

6
 

第
指
先
か
ら
足
先
ま
で
神
経
を
集
中
さ
了
し
、
講
習
会
を
締
め
く
く
っ
重
ね
て
更
な
る
研
鑽

せ
気
持
ち
を
込
め
な
が
ら
舞
わ
な
<
[
た
。
に
励
み
た
い
。

さ
；
な

え
□i

暑中御見舞い申し上げます
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平
成
二
十
五
年
九
月
よ
り
始
ま
っ

た
辺
津
宮
本
殿
及
び
拝
殿
の
修
復
工

事
は
、
昨
年
十
二
月
の
遷
座
祭
を
以
っ

て
滞
り
な
く
終
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

そ
の
間
、
凡
そ
十
四
ヶ
月
に
亘
り
御

祭
神
が
お
鎮
ま
り
に
な
ら
れ
て
い
た

仮
本
殿
を
こ
の
度
解
体
し
た
。

仮
本
殿
解
体

造
営
日
記
⑰

時
満
ち
て
道
ひ
ら
く

ー
氏
子
評
議
委
員
会

一
会
議
終
了
後
に
は
各
評
議
員
に
担
当
地
区
の
人

：
形
・
献
米
袋
を
お
持
ち
帰
り
頂
き
、
大
祓
式
並
夏

、
祭
へ
向
け
、
配
布
•
取
ー

六
月
十
九
日
、
本
年
度
一
回
二
事
務
局
よ
り
意
義
説
明
が
あ
り
、
：
り
纏
め
に
御
尽
力
頂
い

目
の
氏
子
会
評
議
員
会
が
置
鮎
こ
旧
宗
像
郡
内
に
配
布
す
る
人
形
・
丁
た
。

会
長
以
下
五
十
八
名
出
席
の
も
二
献
米
袋
の
取
り
纏
め
の
ご
理
解
一
人
形
配
布
作
業
等
に

と
当
大
社
清
明
殿
に
て
開
催
さ
二
J
協
力
の
依
頼
が
な
さ
れ
た
。
：
お
力
添
え
を
頂
い
た
皆

れ
た
。
：
ま
た
、
氏
子
会
研
修
旅
行
の
件
」
様
方
に
は
、
紙
面
を
以

議
事
で
は
、
七
月
三
十
一
日
こ
に
ノ
い
て
も
審
議
並
報
告
が
な
：
ち
ま
し
て
御
礼
の
ご
挨

の
大
祓
式
並
夏
越
祭
に
つ
い
て
：
さ
れ
た
。
こ
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

宗
像
市
海
開
き

いいマ見れに地園場 岸口深典祈域安訪出海が合協
た思ナせがはでには宗を浜浜終念の全れ向岸宗主会爽
だい l る訪多ぁ属玄像祓・海了し活‘るしの像催・ゃ
農嬰書よ畠ぷり、す海の誡勝岸後た性宗人‘砂市の玄か
い作り l ゎ家夏る国海め浦．且゜化像々海浜神目悶腐
。っ楽ルい族休景定水た海江、祭を地のとに湊き T 空
てしとを連み観公浴° 神）レの

事旅六
霜哀村 が館月
立—ヘ賃讐i

れ·九
、神日
当湊、
大飲宗
社食像
神店観
職組光



-
※
北
九
州
上
空
に
飛
来
し
て
き

：
た
醜
鷲
（B
2
9
)
で
あ
る
。

ニ
―
‘
略

二
二
、
高
度
は
る
か
七
千
の
、

一
空
に
群
が
る
敵
梯
団

北
九
州
市
八
幡
西
区
大
膳
一
一
こ
の
三
十
七
ミ
リ
砲
は

B
2
9に
一
こ
の
野
辺
軍
機
の
快
挙
に
軍
一
必
殺
の
意
気
突
っ
込
め
ば

丁
目
の
さ
つ
き
台
の
丘
陵
上
に
：
と
っ
て
脅
威
で
あ
っ
た
。
二
歌
も
つ
く
ら
れ
た
。
「
聖
土
に
散
―
た
ち
ま
ち
一
機
傾
き
て

一
慰
霊
碑
が
あ
る
こ
と
は
記
し
た
。
一
し
か
し
威
力
は
大
き
い
が
欠
：
る
」
で
作
詞
は
宮
城
正
俊
少
尉
、
一
梯
列
み
だ
し
墜
ち
て
ゆ
く

一一
巨
大
爆
撃
機B2
9を
体
当
り
で
こ
庶
が
あ
り
、
一
分
間
に
三
発
し
：
作
曲
は
山
口
県
小
月
出
身
の
二
皿
、
略

―
二
機
撃
墜
し
た
こ
と
は
、
日
本
丁
か
発
射
が
で
き
ず
二
十
秒
間
隔
□
杯
伊
佐
緒
氏
(
-
九
―
ニ
ー
ニ
九
、
決
死
の
無
線
高
ら
か
に
、

人
に
大
き
な
感
動
と
称
讃
を
与
二
の
発
射
で
は
、
す
ぐ
に
第
二
撃
を
[
-
九
九
五
）
で
あ
り
、
林
氏
が
一
身
機
も
ろ
と
も
当
た
ら
ん
と
、

A

え
た
。
さ
て
日
本
の
戦
闘
機
の
一
か
け
る
う
ち
に
敵
機
と
の
距
離
i
歌
っ
た
。
私
が
少
年
時
代
の
戦
~
訣
別
一
語
基
地
に
寄
せ

T
~
~
"

し
ょ
う
よ
う

K
A
中
で
も
、
機
名
が
勇
ま
し
く
圧

□
か
離
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
：
後
だ
が
「
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
の
夜
」
一
従
容
握
る
操
縦
樺

A
 

圃
倒
さ
れ
る
よ
う
な
名
で
あ
る
。
．
野
辺
機
も
第
一
撃
に
失
敗
し
編
」
や
「
真
室
川
ブ
ギ
」
な
ど
を
聞
い
~
野
辺
機
は
征
く
よ
ま
っ
し
ぐ
ら

M
 屠

龍
（
と
り
ゅ
う
）
は
龍
を
ほ
ふ
」
隊
を
組
ん
だ

B

，
に
体
当
り
を
一
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
氏
は
ニ
ハ
、
飛
電
の
如
き
早
業
よ

宗

"
2

る
、
屠
る
、
敵
を
や
ぶ
る
と
い
う

□
取
行
し
た
の
で
あ
る
。
先
述
し
二
紅
白
歌
合
戦
に
は
十
二
回
出
場
一
雲
つ
ん
ざ
く
と
見
し
ま
ま
に

引国
意
で
、
龍
は
B
1
7や
B
2
9の
巨
大
丁
た
よ
う
日
本
国
民
に
と
っ
てB

：
を
し
て
お
り
、
人
気
歌
手
と
共
一
黒
煙
天
に
沖
す
る
は

• 

嗣
爆
撃
機
で
あ
ろ
う
。
二
母
の
爆
撃
に
悩
ま
さ
れ
、
犠
牲
こ
に
作
曲
家
と
し
て
も
数
々
の
ヒ
ッ
一
醜
鷲
二
機
が
火
を
噴
き
て

可麟
屠
龍
は

B
2
9迎
撃
機
と
し
て
こ
か
重
な
る
な
か
で
、
一
度
に
二
機
丁
卜
曲
を
出
し
て
い
る
。
一
微
塵
と
散
り
し
名
残
な
り

便鱈
活
躍
し
て
い
る
。
第
一
戦
に
配
一
を
撃
墜
し
た
こ
と
で
国
民
は
そ
一
丁
七
、
あ
あ
壮
な
れ
や
体
当
り

三日
属
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
十
七
年
二
り
行
為
に
感
動
を
し
た
。
宗
像
一
歌
詞
は
第
一
番
か
ら
七
番
一
鵬
遊
一
挙
身
を
博
し

第ー゚
・
~
~
か
ば
ね

語
で
あ
る
が
、
大
形
爆
撃
機
が
出
二
巾
の
中
村
研
一
画
伯
も
「
北
九
：
ま
で
あ
り
、
ま
ず
第
一
番
は
、
一
雲
染
む
屍
男
髪
と

年鯰
現
す
る
頃
で
、
本
土
防
空
機
戦
冨
州
上
空
野
辺
軍
曹
機
の
体
当
た
[
-
、
東
亜
の
空
に
風
暴
れ
て
一
遺
烈
に
映
ゆ
る
感
状
の

刀
D8
 号

に
参
加
し
活
躍
、
特
に
胴
体
下
：
り

B
2
9機
撃
墜
す
」
（
油
彩
一
妖
雲
八
重
に
は
ら
む
と
き
一
誉
は
永
久
に
薫
る
ら
ん

4

．
~
し
ゅ
う
し
ゅ
う
こ
う
じ
ょ
~

5
部
に
三
十
七
ミ
リ
砲
を
搭
載
し
ニ
―
五
九
c
m
x
一
八
八
c
m
)
の
大
作
を
一
醜
鷲
忽
如
八
十
機
一
※

3
0
0

号
「
両
勇
士
の
戦

6
 

第
て
い
た
。
こ
れ
は
陸
軍
の
対
戦
二
陸
軍
美
術
展
、
陸
軍
作
戦
記
録
一
群
が
り
寄
せ
ぬ
北
九
州
二
記
」
に
十
九
年
八
月
十
日
と
な
っ

7
 
車
砲
を
改
良
し
た
も
の
で
あ
る
二
画
に
残
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
一
い
ざ
遊
撃
の
と
き
来
る
二
J
い
ま
す
が
二
十
日
の
誤
り
で
す
。

平成27年8月 1 日土曜日
ー汗-―←… —- l n ·——•』 • 1 ＿一畑嶋 r-.. 

（続）

ゞ
·
·
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301 

い
し
い
た
だ
し
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宗
像
市
宮
田
山
本
静
子
i

関
門
の
ち
ん
ぴ
ら
せ
ん
べ
い
味
深
き
そ
の
文
字
み
つ
つ
カ
リ
カ
リ
と
食
ぶ
[

煎
餅
を
食
べ
な
が
ら
焼
印
の
字
を
楽
し
む
作
者
か
。
三
・
四
句
〈
焼
[

一
印
の
佳
さ
文
字
み
つ
つ
〉
。

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一
i

室
見
川
を
の
ぼ
る
白
魚
の
ご
と
く
雲
流
れ
ゆ
く
[

言
葉
を
補
っ
て
〈
春
浅
き
淡
青
の
そ
ら
を
雲
な
が
る
室
見
川
の
[

ぼ
る
白
魚
の
ご
と
〉
と
し
て
み
た
。

宗
像
市
日
の
里
秋
吉
嘉
範
一

つ
ば
め
と
な
ぎ
う
な
ば
ら

燕
飛
ぶ
凪
の
海
原
船
す
す
み
島
へ
遠
足
楽
し
き
子
た
ち
~

魅
力
的
な
言
葉
が
多
い
が
整
理
し
て
〈
遠
足
の
子
ら
乗
せ
船
は
i

一
島
を
さ
す
凪
を
飛
び
ゐ
る
燕
と
と
も
に
〉
。
~

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子
~

白
内
障
の
手
術
を
終
へ
て
見
つ
め
ゐ
つ
今
更
ら
わ
れ
の
顔
に
お
ど
ろ
く
[

視
力
が
戻
っ
た
作
者
。
鏡
で
見
る
顔
が
記
憶
と
違
う
の
だ
。
三
[

一
句
〈
鏡
見
る
〉
結
句
〈
ー
驚
き
〉
に
。
~

宗
像
市
多
證
早
川
祥
三

遠
ざ
か
る
紋
白
蝶
に
色
褪
せ
た
栞
の
欠
片
記
憶
の
古
道
i

詩
的
な
言
葉
が
並
ぶ
が
状
況
が
よ
く
分
か
ら
な
い
、
〈
色
褪
せ
[

た
栞
の
よ
う
な
記
憶
に
て
紋
白
蝶
の
飛
び
居
し
古
道
〉
と
し
て
[

一
み
た
。

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊
i

ふ
か
み
ど
り
あ
さ
み
ど
り
な
ほ
ふ
か
み
ど
り
風
も
み
ど
り
の
斎
庭
ぞ
香
る
一

み
ど
り
の
繰
り
返
し
が
韻
律
を
作
っ
て
い
る
。
下
句
〈
風
も
み
[

ど
り
に
匂
へ
る
斎
庭
〉
と
体
言
止
め
で
も
良
い
。
[

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日
メ
切

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

俳
句0

ロ

宗
像
市
多
穫
早
川
祥

紫
の
誇
り
ち
り
ば
め
花
樗

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

夏
帽
を
被
り
て
夫
は
出
か
け
た
り
五
ヶ
月
ぶ
り
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

体
調
が
回
復
さ
れ
た
ご
主
人
、
安
堵
感
が
あ
る
。
初
句
が
季
節

も
表
し
効
い
て
い
る
が
〈
夏
帽
子
〉
に
。

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

一
億
を
確
保
す
る
ぞ
と
政
府
言
ふ
、
そ
の
一
人
に
な
つ
て
や
り
た
い
け
れ
ど

面
白
い
歌
だ
が
、
時
事
詠
は
時
間
が
経
つ
と
意
味
が
分
か
り
に

く
く
な
る
。
人
口
や
五
十
年
後
が
必
要
だ
ろ
う
。

宗
像
市
池
田
森
龍
子

通
夜
あ
と
の
襖
障
子
を
除
き
た
る
真
夜
を
ロ
ボ
ッ
ト
掃
除
機
動
く

通
夜
の
後
の
ロ
ボ
ッ
ト
掃
除
機
が
寂
し
さ
を
強
調
す
る
、
良
い

歌
。
通
夜
で
時
間
は
分
か
る
の
で
三
句
は
座
敷
に
し
て
は
。

北
九
州
市
門
司
区
北
野
カ
ズ
ミ

お
そ
ひ
く
る
睡
魔
し
つ
こ
く
わ
が
頭
カ
ク
ン
と
折
れ
て
ホ
ッ
と
目
醒
め
ぬ

睡
魔
と
闘
い
覚
め
る
一
瞬
を
上
手
く
切
り
取
っ
た
歌
。
何
を
し

て
い
る
時
な
の
か
も
知
り
た
い
と
思
う
。

宗
像
市
大
島
杉
田
膿
子

朝
焼
け
に
誘
わ
れ
浜
に
降
り
行
け
ば
裾
模
様
の
ご
と
き
対
岸
の
景

全
体
の
景
を
薄
紅
色
の
着
物
と
見
た
作
者
、
裾
模
様
の
喩
が
効

き
美
し
い
。
四
句
〈
裾
模
様
な
す
〉
に
。

◆
選
者
詠

新
聞
を
取
る
と
開
け
た
る
ド
ア
の
そ
と
折
り
目
正
し
き
あ
さ
が
ほ
の
紺

さ
と
が
へ
り
せ
し
子
が
去
り
て
赤
き
柄
の
ビ
ニ
ー
ル
傘
が
傘
立
て
に
立
つ

所
〒
八
―

-
I
三
五
0
五

福
岡
県
宗
像
市
田
島
二
三
三
一

電
話
（

O
九
四
0
)六
二
—
一
三
―
一
（
代
）

発
行
人
葦
津
幹
之

編
集
人
大
塚
宗
延
・
鈴
木
祥
裕

制
作
•
印
刷
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ

住 発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

ー

□戸
い
ロ
ロ
叶

戦
後
七
十
年
、
い
ま
自
分
た
ち
が
平
穏
無
事
に

過
ご
す
こ
と
が
出
来
る
の
は
…
と
の
想
い
で
、

戦
争
に
つ
い
て
調
べ
た
り
、
考
え
た
り
す
る
事

が
増
し
ま
し
た
。
特
攻
の
遺
書
は
、
涙
が
こ
み

上
げ
、
や
は
り
直
視
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
。
生
涯
経
験
す
る
こ
と
の
な
い
で
あ
ろ

う
、
今
か
ら
死
に
行
く
と
い
う
狂
気
の
世
界
。

確
か
に
七
十
年
前
に
は
現
実
と
し
て
存
在
し
た

時
代
ヱ
憲
法
改
正
…
自
民
党
支
持
率
低
下
…
、

安
倍
政
権
へ
の
バ
ッ
シ
ン
グ
が
尚
続
い
て
い
ま

す
が
、
平
成
二
十
五
年
十
二
月
の
「
…
不
戦
の

誓
い
を
致
し
ま
し
た
。
」
と
の
靖
国
参
拝
後
の

言
葉
を
思
い
出
し
ま
し
た
▼
今
あ
る
平
和
は
…

こ
の
季
節
、
こ
の
年
に
、
知
り
考
え
る
事
は
大

切
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
八
月
は
知

覧
に
行
こ
う
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
（
鈴
）
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毎月 1 日発行
定価 1 年送料共 1,000円

つきなみ

1 • 15日月次祭
午前10時～
高宮祭
第二宮・第三宮祭
宗像護国神社祭(1日）

午前11 時～
総社祭
浦安舞奉奏(1日）
豊栄舞奉奏(15 日）
............................ 

7 日午後8時～
中津宮七夕祭
於＝大島・中津宮

........................... 
15日午後7時～

宗像護国神社
戦没者慰霊祭
於＝宗像護国神社

宗像大社ホームページ http://www.munakata-taisha.or.jp/ 




